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音楽聴取技能のグレー ド化は可能か
一 `ABRSM'音楽検定の分析に基づいて一

Is it possible to grade the skills for listening to music?

-Based on an analysis of ABRSM's music examinations-

山 下 薫 子

Kaoruko YAMASHITA

(平成13年10月 9日受理)

はじめに

1。 社会的背景

平成14年 4月 より、第 7次学習指導要領が完全実施される。今回の改訂でポイントとなったのは、

子どもたちの「生きる力」を育むという点である。ここからは、基礎的・基本的な内容の定着を図り、

自ら学び自ら考える力を育成しながら、その個性をも伸ばしていこうという方針を読みとることがで

きる。

そして、その具体策の 1つ として取り入れられたのが、教科間や異種校間あるいは学習の場、それ

ぞれの「垣根を低くし、連携を深める」という方略である。各教科で学習された内容は、横断的な学

習によって、直接的・間接的に関連づけられるよう求められている。また、幼稚園・小学校の連携や

中高一貫教育によって、子どもたちの発達を縦断的にとらえたり、生徒と保護者の多様なニーズに応

えたりしようという動きも盛んになってきた。さらに、新しく導入された「総合的な学習の時間」に

より、教科と生活経験との間に橋がかけられようとしている。すなわち、教科で獲得された知識や技

能を発揮する活動の場を保障し、教科の学習動機として新たな興味 0関心を引き起こすような経験を

重視しようというのである。この教科と生活経験との橋渡しは、「開かれた学校づくり」を通した学

校・社会 0家庭の協力体制によって実現される。

2。 音楽教育における課題

それでは、音楽教育に関しては、どのような点で「垣根を低くし、連携を深める」ことができるで

あろうか。

まず考えられるのは、表現と鑑賞という2つ の領域のかかわりである。 1つ のテーマのもと、複数

の歌唱・器楽教材と鑑賞教材を組み合わせるという題材構成の手法は、すでに一般化しつつある。こ

れに加え、 1つ の音楽様式に対して創作・演奏と鑑賞の両面からアプローチするという手法も、積極

的に取り入れられるようになった。

次に、他教科あるいは総合的な学習とのかかわりが挙げられる。山本文茂の提唱する「モノドラマ

合唱」は、国語学習で体験した感動を音楽学習でさらに深めて、子どもたちにより豊かな自己表現の

喜びを味わわせようとするものであり、最近ではミューズ的教育の観点から、光や動きの融合までが

試みられるようになった1。 また「総合的な学習の時間」に対しても、国際理解、郷土芸能教育など
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の観点から、斬新なアイディアが多数紹介されるようになっている2。

さらにもう1つ考えられるのは、学校と社会との連携プレイである。近年わが国の音楽教育は、主

として、学校における音楽科教育と、プライベートな場におけるお稽古やレッスン (以下、プライベー

ト・ レッスン)と いう2つ の場で展開されてきた。このプライベート・ レッスンは、多くの場合、楽

器や声楽などの演奏指導を中心に進められる。その目標は、長い間、実技指導を通した様々な演奏技

能の獲得におかれてきた。しかし最近では、学習者の増加に伴って、演奏技能の獲得のみならず、読

譜や楽典などの知識や鑑賞能力の向上もが目指されるようになってきている。これに対し、音楽科教

育においては、表現と鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情、感性、基礎的能力そして情操の育

成がもくろまれている3。 かっては、音楽の良き鑑賞者を育成することが主たる目的であった音楽科

教育においても、平成期に入ってからは、音・音楽を表現の一手段として操ることのできる人間像が

期待されるようになった。

このように考えると、音楽科教育とプライベート・ レッスンの間にはもはや、日標観に大きな違い

はない。ところが、残念なことに、両者はこれまでのところ互いに関係づけられることのないまま、

全く別個の発展を遂げている、というのが実情である。その主たる原因としては、指導者・研究者相

互の交流が乏しいということが考えられる。例えば、ピアノ・ メソッドなどで開発された読譜の導入

方法が、学校教育の中で取り上げられる場面はほとんどみられない。また、音楽科教育の現場で生じ

ている諸問題に対し、地域のレスナーが何らかの解決策を提示するという機会も少ない。その結果、

音楽科教育とレッスンの協力体制や役割分担に関する共通認識が、全く得られていないのである。今

こそ、音楽教育に携わる者同士のコミュニケーションを活性化し、同じ目標に向かって努力すべき時

なのではないだろうか。

3.問題の所在

このような問題意識の上に立ち、本研究では、音楽科教育とプライベート・ レッスンの双方で育成

されるべき基礎能力の1つ「音楽聴取の技能」に注目し、これを音楽的発達のものさしとしてグレー

ド化することの可能性について考察する。「音楽聴取の技能」に着目した理由は、これがいかなる音

楽活動においても欠くことのできない、最も重要な能力であると考えるからである。また、そのため

の根拠としては、英国で広く実施されているABRSM(Associated Board of the Royal Schools of

Music、 英国王立音楽院連合委員会)4の音楽検定制度を取り上げる。ABRSMは、英国国内におい

て非常に長い歴史をもち、学校での音楽教育とプライベートな音楽学習に対して、共通の規準を提供

してきている。現在では世界各地で実施されていることもあり、本研究の理論的根拠とするにふさわ

しいものと判断される。

論述の手順としては、まずABRSMの音楽検定制度について、その概要と全体像を明らかにする

(I)。 次に、ABRSMにおける聴覚テストの実際をスコープとシークエンスの面から分析し、その位

置づけと意義を検討する (Ⅱ )。 さらに、音楽聴取の技能をグレード化することの可能性について、

音楽構造や聴き手の内的プロセスとの関連をふまえて考察したい (Ⅲ )。

I.ABRSMの 音楽検定について

1.ABRSMの 概要

ABRSMは、英国で誕生した、音楽の資格試験を受けもつ委員会のことであり、すでに110年以上

の歴史をもっている。1889年、王立音楽アカデミー (the Royal Academy of Music)と 王立音楽
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大学 (the Royal College of Music)の 同意のもと、音楽試験の管理運営を目的として設立された。

これによって、地方における音楽教育の水準を向上させようとしたのである。当時の皇太子エドワー

ドⅦ (後の国王)が初代会長の座について以来、王室が代々この委員会の後援者となっており、現在

ではエリザベス皇太后が会長を務めている。その後、委員会の権限が拡大され、王立スコットランド

音楽・演劇アカデミニ (the Royal Scottish Academy of Music and Drama)と王立ノーザン音

楽大学 (the Royal Northern College of Music)が組織に加わった。

委員会の主な役割は、様々な発達段階にある音楽学習者に対し、適切な音楽検定の枠組みを提供す

ることにある。加えて、特に優れた成績を収めた受験生には、奨学金が与えられる。さらに1995年か

らは、器楽や歌唱指導に携わる若い教師たちのために、専門家育成コース (1年)が設けられ、

ABRSMの講師資格 (Certificate of Teaching,ABRSM)が授与されるに至っている。

現在ABRSM検定を実施している国は、欧米、オセアニア、アフリカ、アジアなど約80ケ 国にのぼ

り、受験生は年間55万人を数えると言われる5。 我が国でも、英国より派遣された試験官によって、

年 2回の実技審査が行われているばかりでなく、全日本ピアノ指導者協会 (PTNA)や インターナ

ショナルスクールなどが中心になって、全国各地で理論検定が開催されるまでに発展している。

2.ABRSM検定の全体像

①領域

ABRSMに よる検定制度は、年を経るごとに領域の拡大や修正が重ねられている。西暦2000年から

は、ディプロマの構成が大きく変更になり、全体としては次頁の図 1の ような枠組みで運営されるよ

うになった6。

試験科目は、大きく「音楽理論 (Music TheOry)」 と「実技試験 (Practical Exams)」 の 2つ に

分けられる。

理論は、ペーパーテストによって行われ、楽典や作曲技法の知識などを問うものである。

実技試験は、専攻領域 1つ を選択して受験する「実技科目」、および初見視唱 (奏)と聴覚テスト

から成る。実技科目には、独唱、弦楽器、管楽器、鍵盤楽器、打楽器のほか、コーラスやアンサンブ

ル、ピアノデュオなどの選択肢も用意されており、非常にバラエティに富んでいる。また、1998年か

らは、ジャズ 0ピ アノやジャズ・ アンサンブルの検定も開始され、専攻領域は34に まで拡大された。

さらに、即興演奏を中心とした「実用音楽能力 (Practical Musicianship)」 という領域が設定され

ていることは、特筆に値する。

この図に掲げられた試験のほか、21歳以上の成人を対象とした演奏検定も用意されており、生涯学

習に対応した措置がとられている。

②グレード

「音楽理論」の試験は、グレード1か ら8ま での 8段階に分けられている。グレード1は、音価、

拍子、音名、音程などに関する簡単な設問から成っているが、グレード5で は旋律の創作が、またグ

レード6で は伴奏づけが要求されており、さらにグレード8で は和声的な語彙力が問われている。こ

のことから、この理論テストでは、楽典上の約束事を易から難へと配列しているだけではなく、楽曲

分析の技能が獲得されるまでの道筋をも考慮していると思われる。もう一方の実技試験には、「実用

音楽能力」を除いて、グレード1か ら8の前にプレパラトリー 0テ スト (以下プレップ・ テスト)と

いう準備段階の試験が用意されている。プレップ・ テストは、音楽学習を始めて 6～ 9ケ 月くらいの

子どもたちを想定したものであるが、グレード0テ ストの練習として活用されることもある。グレー
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ペーパーテスト (理論)と実用音楽能力 シラバ ス

【図 l ABR の全体構想】

ド。テストでは、どの段階においても、課題曲3曲の演奏、音階 (グ レード2よ り、半音階を含む)

と分散和音、新曲視奏および聴覚テストをこなさなければならない。課題曲は、リストA(バロック・

古典派)、 B(ロ マン派)、 C(近・現代)それぞれにつずつ挙げられた楽曲群の中から、1曲ずつを
選んで演奏する7。 曲は、グレードが上がるにつれて、より長い持続力とより豊かな表現力が要求さ

れる。音階・分散和音と新曲視奏は、ハ長調に始まり、グレードが上がるに従って調号の♯と♭の数
が増す、という点で共通している。この他、音階と分散和音では、運動技能の複雑化とアーティキュ

レーションの多様化というグレード上の法員U性がみられる。

「実用音楽能力」の試験は、実技試験科日の一部檸あるが、理論の試験と同様、グレー ド1か ら 8

即興演奏、そして
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の 8段階より成る。試験内容には、短いフレーズの模倣、移調と新曲視唱 (奏)、
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楽譜を見ながらの質疑応答、といった要素が盛り込まれている。中でも特徴的なのは、即興演奏であ

ろう。グレード1の段階から、試験官によって演奏された 2小節のフレーズに対して 2小節の即興で

応える、という課題が与えられる。すでに調性感が要求されているわけであり、応答のタイミングも

評価の対象となることから、事前の練習が重要な意味をもつと考えられる。さらにグレード7か らは、

古典派の様式に則った即興演奏や、与えられた詩に基づく即興演奏なども行われる。そのほかの面で

は、全般的に、フレーズの長さ、声部の数、和音の種類などに関して、「易から難へ」という原則で

課題が配列されている。

③評価

グレード・ テストの評価は、合否判定のみならず、より細かな枠組みで得点化される。まず、 3曲

の課題曲が各30点で、計90点満点となる。これに、音階 0分散和音・ テクニックの21点、新曲視唱

(奏)の 21点、そして聴覚テストの18点が加わり、合計150点満点となる。合格ラインはそれぞれ満点

の2/3で、全体では100点の得点で最低ラインの合格となる。各テストについて、評価の規準が事

細かに掲げられているが、一例としてここでは、課題曲グレード6～ 8における規準を引用してみよ

ぅ8。

Distinction(27～ 30点)高度な技術に支えられた風格のある演奏/繊細な音色と適切なルバー

ト/演奏の直観的なセンスとコミュニケーションのセンス

Merit(24～ 26点)強弱の変化やフレージング・ルバートにみられる形式に対する意識/音楽を

特徴づける音色のコントロール/納得のいくテンポと細部に対する意識

Pass(20～ 23点)適切で一定したテンポによる全般的な安定感/音楽的な意識の顕れ (適切な

強弱、フレージング、アーティキュレーションなど)

Failure(19点以下)強弱やフレージングに対する意識の欠乏/不適切あるいは不安定なテンポ

/緻密さの欠乏・音色のコントロールの欠如

ディプロマでは成績の規準が異なり、70～ 100%の得点で `Distinction'、 `A high pass(60～ 39)'、

`A clear pass(50～ 59)'、 `Pass(40～ 49)'、 0～39%で `Fail'と なる。 2つ のセクション双方で `D

is―tinction'ま たは `Pass'の成績を収めた場合に限り、合格とされる。演奏技能、知識、言語による

説明能力などの点から、バランスのとれた総合的な音楽性の獲得が望まれているのである。

3。 受験資格と検定で取得される資格

上述のとおり、ABRSMの検定制度は、領域の面でもグレードの面でも、非常に細分化されている

のであるが、年齢や学習歴などの受験資格については、ディプロマを除いて、ほとんど制約がない。

ただ一つ「実技グレード6以上を受験するには、理論・実用音楽能力・ ジャズピアノいずれかについ

て、グレード5以上に合格していなければならない」という規員Jがみられるのみである。このことは、

個々の発達に応じる一方で、演奏技能の偏った発達を戒め、音楽の総合的な理解を目指そうとする、

ABRSMの確固たる信念の表れとして評価される。

一方、専門家を対象とした検定制度であるディプロマには、明確な受験資格が設定されている。例

えば、演奏領域において、DipABRSMで は事前にグレード8の資格取得が義務づけられているし、

LRSMに はDipABRSM、 FRSh/1に はLRSMの取得が、それぞれ必要条件となっている。 しかし、 こ

れらに対応した代替制度も整えられており、ABRSMの認可した然るべき音楽院あるいは然るべき音

楽コースを修了していれば、これらの資格取得に代えることができるしくみになっている。この中に
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は、陸軍兵学校や海軍兵学校なども含まれており、英国独自の歴史的 0社会的背景が反映されていて

興味深い。

それでは、ABRSMで取得された資格は、どのような場面で生かされるのだろうか。英国国内の音

楽大学や音楽学部では、入学志願者に対し、ABRSM実技検定のグレード8を入学資格の一つに挙げ

ているところが多い9。 こうした統一規準による進路の振り分けは、音楽専攻に限らず、広く一般に

行われている。すなわち、英国 (ス コットランドを除く)の子どもたちは皆、義務教育を終了する年

(16歳)の 5月 に、GCSE(General Certificate of Secondary Education)と 呼ばれる全国統一試

験を受けるのである10。 その結果により、その後の進路が、大学進学に向けたシックス・ フォーム

(6th Form)への進学、各種専門学校への進学、就職の3つ に分かれてしまうといったしくみになっ

ている。このように考えると、音楽専攻生の大学進学においては、ABRSMの検定がGCSEと 同様に

重要な役割を果たしていると言えるだろう。

Ⅱ.ABRSMにおける聴覚テストのグレー ド制度

次に、実技テストに含まれる聴覚テストの検定内容を分析することにより、ABRSMが音楽聴取技

能の実体と発達をどのようにとらえているのか、考えてみたい。

1.グレー ド化された聴覚テス トの意義

Taylernに よれば、ABRSMの聴覚テストは、音楽を聴くことと演奏することとの間に関係性を築

くことを目的としているという。実技テストの一部に位置づけられたこの聴覚テストは、試験制度を

より満足のいくものにしようという努力のもとに、最近大きな改正が行われた2。
配点こそ18/150と

高くはないものの、プレップ・ テストからグレード8ま で例外なく課せられているところをみても、

これがABRSM音楽検定の日玉の1つ になっていることが分かるだろう。

本来同質のものであるはずの「音楽を聴くこと」と「演奏すること」の関係性を、なぜ聴覚テスト

によって強化せねばならないのか。それには2つの理由が考えられる。 1つ には、演奏技能は高くな

いが聴取技能は高いという子どもに対して正当な評価を下すため、そしてもう1つ には、演奏のメカ

ニックは優れているものの、音楽聴取に対する意識に乏しいという子どもに、注意を促すためである。

前者の場合、聴取テストの結果が音楽学習に対する正の動機づけとなり、学習者は自分の音楽的発達

が正しい方向に向かっていることを実感できるだろう。むしろ後者の方が問題は大きい。なぜなら、

演奏のメカニックに対して聴取の技能が著しく劣っているということは、自分が出した音をきいたり、

これから出そうとする音を想起できていないということの証だからである。いくら演奏の練習に励ん

でも、音・音楽を聴くという努力なくして、「自らの音楽的価値に出会うこと」
Bはできない。

聴覚テストに向けた練習方法としては、①可能な限り音楽を聴くこと、②アンサンブルのグループ

に参加すること、③演奏楽曲の一部分をリズム打ちすること、④身の回りの音楽を歌ってみること、

⑤初めて見る楽譜を歌ってみること、などが提案されているM。 これらの練習によって培われた音楽

聴取の技能は、どのようなテストによって測定されるのであろうか。次項ではまず、聴覚テストのス

コープについてみていきたい。

2。 聴覚テストのスコープ

聴覚テストのスコープについて、シラバスではA～Dの 4つ に分類して説明しているが、必ずしも

内容に系統性がみられるわけではない。そこで本稿では、課題の種類によって新たに4つのグループ
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に分類し直し、検討していくことにしたい。これを整理したものが表 1である。

1つ 日は、「手拍子あるいは旋律の記憶」すなわち楽譜を介さないで音楽を再現するというグルー

プである。すなわち、音楽に合わせて手拍子をしたり、音楽を覚えて演奏したりする。ここでは、音

楽を知覚し、その音楽にのる能力と、 リズムや旋律を記憶して再現するという能力が要求される。

2つ 日は、「聴唱あるいは視唱」すなわち主として楽譜を介在させて音楽を再現するというグルー

プである。正確に言えば、グレード3ま では聴唱であるが、これは視唱への導入と考えてよいだろう。

聴唱は聴覚による刺激を、視唱は視覚による刺激を、それぞれ歌唱によって再現する。どちらにおい

ても、拍の刻みを感じながら歌わなければならないため、知覚 した音楽のリズムにのって、認識した

音程を再現したり、音符から音高を想起し実際の音として具現化したりするという能力が必要となる。

第 3の グループは、「 リズムや旋律の変化と和声、転調の認識」すなわち音楽の主要 3要素を切り

口として、分析的に聴くというものである。課題は、 2つのフレーズの相違点を聴覚からの情報だけ

で判断することと、和音の終止形や種類を弁別することから成る。このとき受験者には、聞こえてき

た音楽を記憶に留め、対象化して比較分析するという高度な能力が要求される。

そして最後は、「楽曲を特徴づけている要素の特定」すなわち様式的な特徴を言葉で説明するとい

うグループである。ここでは、音楽の副次的 4要素に関する知識と、それを分析的に把握する技能、

さらに他の楽曲と関連づけながら様式的な特徴として認識する、といった総合的な能力が必要となる。

演奏や鑑賞といった実際の音楽活動において、「きく」という行為は、多くの場合、無意識に起こっ

ていることから、知覚、弁別、記憶、想起といった内的作用の一つ一つが、上述のような形で意識さ

れることはまずあり得ないだろう。この無意識的な精神作用の中から、知覚、弁別、記憶といった側
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【表 1 聴覚テストのスコープ (列)と シ…クエンス (行 )】
情

手 拍 子 あ るい は

旋 律 の 記 憶
聴唱 または視唱

リズムや旋律の変化と

和 声 、 転 調 の 認 識

楽曲を特徴づけている

要 素 の 特 定

試験官の演奏にあわせて

拍子をとる (2拍子 03
拍子)。

3つ の短いフレーズ

を聴唱する (長調、

3度以内の音域)。

2小節のフレーズについて、

リズムの変化をとらえ、手拍

子か口頭で答える。

試験官の演奏する楽曲の

特徴を答える (強弱/強
弱の変化/ア ーティキュ

レーション)

同上 (2拍子 [6/8拍
子を含む]・ 3拍子)。

同上 (長調、 5度以

内の音域)。

長調の 2小節のフレーズにつ

いて、 リズムや旋律の変化を

とらえ、手拍子、歌唱または

口頭で答える。

同上 (強弱/強弱の変化

/ア ーティキュレーショ
ン/テ ンポの変化)。

同上 (2拍子 [6/8拍
子を含む]・ 3拍子[9/
8拍子を含む]04拍子)。

同上 (長調・短調、

1オ クターヴ以内の

音域)。

長調または短調の 4小節のフ

レーズについて、 リズムや旋

律の変化をとらえ、手拍子、

歌唱または口頭で答える。

同上 (強弱/強弱の変化

/ア ーティキュレーショ

ン/テ ンポの変化/長調

と短調)。

試験官によって演奏され

た 4小節の旋律を、記憶

して歌 う0演奏する。

5つ の音を視唱する

(ハ・ へ・ 卜長調、

主音から3度上・下
までの音域)。

1.同上 (強弱/強弱の

変化/アーティキュレー

ション/テ ンポ/長調

と短調)。

2.上述曲から一部抜粋

された短いリズムを叩

き、拍子を答える (2、

3、  4詢自月戸)。
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面を取り出し、意識的な練習を繰り返すことによって、リズムや音の想起が容易になると考えられる。

そこで次項では、これら4つの枠組みに従い、聴覚テストがどのようにグレード化されているか、そ

のシークエンスについてみていきたい。

3.聴覚テストのシークエンス

①楽譜を介さない音楽の再現

このグループの課題は、大きくグレード1～ 3の手拍子とグレード4～ 8の記憶・再現に分けられ

る。手拍子については、単純拍子から複合拍子へという順序で組まれている。記憶・再現課題は単旋

律の記憶から、 2声の高声部、低声部、そして 3声の低声部という順で配列されている。

②楽譜を介した音楽の再現

このグループも、グレード1～ 3の聴唱とグレード4～ 8の視唱に大月1さ れる。聴唱は、長調に始

まり、後に短調が加わること、そして音域が徐々に拡大されていくのが特徴である。視唱においても、

調性と音域が次第に拡大されるが、グレード6か らはさらに試験官による対旋律の演奏が加わる。

③音楽の主要 3要素を中心とする分析的聴取

第 3の グループにおいては、グレード1～ 3で フレーズの相違点を聴き分ける課題が設定され、グ

レード6～ 8で和音と転調を認識する課題が課される。前者では、グレードが上がるにつれて、分析

的聴取の対象がリズムから旋律へと拡大されるのに対し、後者では判別すべき和音の終止形、種類、

転調のパターンが拡大される。

試験官によって演奏され

た短い旋律を記憶して歌

う・演奏する。

6つ の音を視唱する

(♯・ ♭2つ までの

長調、主音から5度
上4度下までの習恥。

1.同上 (強弱/強弱の

変化/アーティキュレー

ション/テ ンポ/長調

と短調)(テ クスチャー

/リ ズム/形式/時代

様式)。

2.同上 (2、 3、 4拍

子)。

試験官によって演奏され

た2声のフレーズのうち、

高声部を記憶して歌う・

演奏する。

短い旋律を視唱する

(♯・ ♭3つ までの

長 0短調、対旋律が

試験官によって奏さ

れる)。

和音の終止形を判別し (完全

/不完全)、 長調か短調かを

答える。

1.同上 (テ クスチャー

/形式/時代様式)。

2. 同上 (2、  3、  4、

6/8拍子)。

試験官によって演奏され

た2声のフレーズのうち、

低声部を記憶して歌う・

演奏する。

短い旋律を視唱する

(♯・ ♭4つ までの

長 0短調、対旋律が

試験官によつて奏さ

れる)。

1。 和音の終止形を判別する

(完全/不完全/偽終止)。

2.和音の種類を判別する

(1/Ⅳ/V/V7/Ⅵ )。

3.転調を判別する (長調か

ら属/下属/平行調へ)。

1.同上 (テ クスチャー

/形式/時代様式)。

2. 同上  (2、  3、  4、

6/8拍子)。

試験官によって演奏され

た3声のフレーズのうち、

最も低い声部を記憶して

歌う・演奏する。

短い旋律を視唱する

(♯ ・ ♭4つ までの

長・短調、対旋律が

試験官によって奏さ

れる)。

1.同上 (完全/不完全/偽
/変格終止)。

2.同上 (1/1/Ⅳ/V/
V7/Ⅵ )。

3.同上 (長調あるいは短調

から、属調/下属調/平行

調へ、あるいは長調から上

主調へ)。

試験官によって演奏され

る曲の音楽的特徴につい

て論述する。
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④ 音楽の副次的 4要素を中心とする様式的理解

第 4の グループは、一貫して試験官の演奏する音楽の特徴を言語によって表現するものであるが、

グレード4～ 7で は、これにリズム打ちと拍子あての課題が加わる。グレードが上がるにつれて、音

楽を特徴づけている要素の種類が増大する。様式的理解の問題に関して、グレードごとに時代が限定

されているわけではないが、グレード8においては、バロックから20世紀までの音楽史全体について

説明できるようになっている必要がある16。

Ⅲ.考察

1。 まとめ

第 2節での論考から明らかなことは、ABRSMの聴覚テストが、音楽構造の「単純なものから複合

的なものへ」という原則に則ってグレード化されているということである。拍子を感じて手拍子を打

つという単純な課題に始まり、音楽の再現 (ア ウトプット)と 分析的聴取 (イ ンプット)の課題に取

り組み、徐々に複雑化する課題を消化していくうちに、西洋クラシック音楽の語法が獲得されていく。

そして、グレード8で試験官の演奏する曲について論述するとき、受験生の頭の中には、400年以上

にわたる西洋クラシック音楽の歴史が構築されている、というしくみである。

聴取される音楽構造の難易度に応じて聴取テストの課題をグレード化するという考え方は、聴き手

が、鳴り響く音の全てを取り込んでいるという前提に基づいている。しかし実際には、聴き手の内的

状態によって、音楽聴取のあり方は全く異なる、というのが普通であろう。では、聴き手の内的プロ

セスに注目した場合、ABRSMの聴覚テストにはどのような特徴がみられるのであろうか。第 2項で

は内的聴取と外的聴取の観点から、第 3項では聴取の階層性という観点から検討してみたい。

2。 内的聴取と外的聴取について

筆者は以前、演奏行為における「聴取の二重性」について考察した′
。すなわち、外的な音響を聞

き取る作業と内的な音響に聴き入る作業の二重性についてである。自分の出した音が、思い通りの音

色であるかどうかをチェックすることは、外的な聴取の一部である。これに対し、頭あるいは心の中

で、来るべき音響のニュアンスを生成し続けることを内的な聴取と呼ぶ。それでは、外的聴取と内的

聴取の技能はどのように測定され得るのであろうか。

試験官の演奏にあわせて手拍子することと旋律を記憶することは、外で鳴っている音を聴き取るこ

とから始まるため、外的な聴取の技能と言える。記憶した旋律を歌ったり演奏したりするには、音楽

を心の中で想起すること、つまり内的な聴取の働きが必要となるが、聴取直後の再現であるため、大

きな努力は要求されない。

また、分析的聴取や様式に関する口述テストにおいても、外的聴取の技能が測定される。 リズムや

旋律の変化を見つける課題では、 2つ 目のフレーズを外的に聴く一方で、 1つ 日のフレーズを内的に

聴く、という作業が行われるが、その比重は外的聴取の方にある。

それに対し、視唱のテストにおいて測定されるのは、内的聴取の技能である。楽譜から正しい音程、

旋律進行、 リズムのパターンなどを想起するのは、内的聴取の働きにほかならない。

このように、ABRSMの聴覚テストでは、内的聴取の技能が視唱の課題でしか測定されていないの

に対し、外的聴取の技能は、記憶、聴唱、口述などの課題を通して多角的に測定されている。
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3。 聴取技能の階層性について

聴取技能の階層性を考えるにあたっては、音韻論、統語論、意味論という言語学上の概念を援用す

ることが有効であると思われる。音韻論的レベルの聴取とは、音素材とそのニュアンスに焦点をあて

た聴き方である。つまり、音 1つ 1つ の高さ、長さ、音色などが聴き分けられる。また、統語論的レ

ベルでの聴取では、音素材のまとまりを生み出す法則性に着目する。すなわち、調性、フレーズ、和

声進行などの文法的な枠組みが認識されるのである。さらに、音楽から喚起された意味を考えるのが、

意味論的レベルの聴取である。この意味は、さらに内在的指示 (音楽上のもの 。こととの関係性)と

外在的指示 (音楽外のもの 。こととの関係性)に分類されるB。 では、ABRSMの聴覚テストにおい

ては、どのレベルにおける聴取の技能が測定されているのであろうか。結論から言えば、その大部分

が統語論的レベルの聴取技能である。

拍子、 リズムパターン、和音の終止形と種類、転調そして形式は、全て音楽上の文法と言うべきも

のであり、これらを認識できるかどうかは、統語論的レベルの聴取技能にかかっている。また、単音

の視唱課題は、音韻論的レベルの聴取とも関係するが、相対的な音程を認識するには、統語論的レベ

ルの聴取が優先されると考えられる。

音韻論的レベルの聴取については、楽器の音色を問う課題、奏法と音色とを結びつける課題のいず

れも設定されておらず、わずかに強弱やアーティキュレーションの課題がみられるのみである。

意味論的レベルについても、形式や時代様式の課題で内在的指示による意味が問われはするものの、

外在的指示による意味が問われる課題は全く設定されていない。

おわりに

本稿では、音楽科教育とプライベート・ レッスンに共通した指導目標の1つである「音楽聴取の技

能」に焦点を絞り、これをグレード化することの可能性について検討してきた。英国において長い伝

統をもつABRSMの検定制度を分析した結果、以下の 3点が明らかになった。

①ABRSMで は、音楽聴取の技能が、楽譜を介さない音楽再現能力、楽譜を介在させた音楽再現

能力、主要 3要素の分析的聴取能力、そして様式的理解力の複合体としてとらえられているこ

と。

②ABRSMの聴覚テストは、音楽の「単純な構造から複合的な構造へ」というルールに基づいて

グレード化されていること。

③音楽聴取の技能は、少なくとも外的聴取および統語論的レベルにおける聴取について、グレー

ド化が可台旨であるということ。

今回の分析によって、ABRSMにおける聴覚テストの理論的枠組みを導き出すことができた。今後

はさらに、理論や実用音楽能力試験など、他の領域との整合性を考察することにより、内的聴取の技

能、あるいは音韻論的レベル 0意味論的なレベルにおける音楽聴取技能をグレード化することの可能

性について考えていきたい。

また、音楽聴取テストの意義と問題点を明らかにするためには、受験生に対するインタビューや試

験現場の観察などの事例研究が必要になるだろう。そうすることで、文字からは判断されにくい音楽

のニュアンスや暗黙の価値観などが浮き彫りにされるからである。例えば、ABRSM実技検定の評価

規準にあげられている「演奏の直観的なセンスとコミュニケーションのセンス」とは一体何か、とい

う問いについては、実際に鳴り響く音楽の分析を通してしか答えることができない。
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さらに、音楽聴取技能のグレード化を一般的なものとするためには、ABRSMと 他の検定制度、例

えばGCSEな どとを比較検討する必要があるだろう。近年、我が国でもいくつかの音楽検定制度が誕

生しているが、これらとの共通点や相違点を明らかにすることによって、より日本の現状に即した検

定の枠組みを提出することができるかもしれない。

音楽聴取技能のテストが、子どもたちのもつ音楽的可能性の全てを評価し得ると考えてはならない

だろう。むしろ、安易な点数化は無味乾燥な訓練をも助長する、ということを知るべきである。ただ、

発達の枠組みを明確にすることによって、学習者が自分の聴き方の癖を知り、自らが成長していくた

めの道を自ら切り開いていかれるようになれば、と願うものである。
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